
 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
三
五

は
じ
め
に 

  

本
稿
は
『
北
の
丸
』
第
四
九
号
に
掲
載
し
た
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解

題
⑤
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
も
前
回
同
様
、『
改
訂 

内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
に
お
け
る
「
国
文
」
の
項

目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
資
料
か
ら
、「
絵
入
り
本
」
を
抽
出
し
て
調
査
し
、
目
録
題
の
順

序
に
拠
っ
て
解
題
を
掲
載
す
る
。
な
お
「
絵
入
り
本
」
の
定
義
で
あ
る
が
、
上
記
に
挙

げ
た
「
国
文
」
の
項
目
の
う
ち
、
内
容
に
添
う
挿
絵
・
地
図
・
図
版
な
ど
、
本
文
中
に

挿
絵
等
を
伴
う
も
の
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
。 

 

ま
た
前
号
掲
載
の
拙
稿
（
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑤
」）
の
【
一
六
九
】

か
ら
は
、
挿
絵
等
を
伴
う
巻
子
装
の
資
料
の
解
題
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
巻
子
装
の

資
料
に
つ
い
て
は
「
国
文
」
の
項
目
以
外
か
ら
も
抽
出
し
て
い
る
。 

   

【
二
〇
二
】
旗
幟
図
鑑 

福
島
国
雄
著 

写
年
不
明 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
五
四
‐
〇
四
五
九
］ 

  

本
資
料
は
諸
家
や
幕
臣
た
ち
が
用
い
る
旗
印
の
図
案
を
一
覧
し
た
資
料
。
手
彩
色
。

一
軸
。 

 

冒
頭
は
徳
川
御
三
家
が
用
い
た
旗
印
や
陣
幕
を
示
し
、
続
い
て
御
徒
の
陣
羽
織
や
御

書
院
番
の
母
衣
な
ど
、
分
類
し
て
配
列
し
て
い
る
。
形
状
や
模
様
な
ど
が
は
っ
き
り
わ

か
る
よ
う
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。 

 

著
者
は
幕
臣
で
北
条
流
軍
学
の
兵
法
家
で
あ
っ
た
福
島
国
雄
。
寛
政
四
年
に
幕
命
を

受
け
て
幕
府
内
の
武
具
を
点
検
し
、
翌
年
に
は
家
伝
の
貝
・
太
鼓
の
作
法
を
貝
太
鼓
役

に
授
け
た
。
さ
ら
に
寛
政
七
年
に
は
家
伝
書
『
士
鑑
用
法
』
を
将
軍
に
講
じ
、
以
降
月

例
と
な
る
。
寛
政
十
年
に
具
足
奉
行
。
こ
の
と
き
六
六
歳
。
没
年
不
明
。 

 

冒
頭
は
自
序
で
、
本
資
料
の
場
合
は
こ
の
部
分
が
黄
色
の
枠
で
囲
ま
れ
て
い
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
旗
幟
図
鑑 

全
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
二
・
五
糎
×
一
・
七
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
旗
幟
図
鑑
」 

 

表
紙
・
香
色
表
紙 

 

高
さ
・
二
七
・
〇
糎 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
秘
閣
図
書
之
章
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

 

 
 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

星 
 

瑞 

穂 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
三
六

【
二
〇
三
】
徳
川
家
御
旗
指
物 

写
年
不
明 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
五
四
‐
〇
四
六
〇
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
同
様
、
徳
川
家
や
幕
臣
た
ち
の
旗
印
を
図
示
し
た
資
料
。
手
彩

色
。
一
軸
。 

 

内
容
は
お
よ
そ
前
掲
資
料
に
共
通
す
る
も
、
徳
川
家
康
が
用
い
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
旗
印
や
、
御
徒
の
陣
羽
織
の
組
毎
の
模
様
の
ち
が
い
な
ど
、
よ
り
詳
細
に
描
い

た
部
分
が
い
く
ら
か
見
受
け
ら
れ
る
。
前
掲
資
料
と
の
前
後
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
徳
川
家
御
旗
指
物
」
打
付
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
緑
色
地
雲
丸
文
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
〇
糎 

 

印
記
・「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

   

【
二
〇
四
】
荷
蘭
馬
具
図 

近
藤
重
蔵
編 

寛
政
六
年
～
九
年
写 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
五
四
‐
〇
四
五
八
］ 

  

本
資
料
は
西
洋
の
馬
や
馬
具
を
図
示
し
た
資
料
で
、
近
藤
重
蔵
自
筆
本
で
あ
る
。
寛

政
六
年
～
九
年
に
か
け
て
編
集
し
た
も
の
。
手
彩
色
。
一
軸
。 

 

本
資
料
の
冒
頭
に
は
ま
ず
西
洋
の
白
馬
が
手
彩
色
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
あ
と
、

墨
書
で
様
々
な
馬
具
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
後
半
は
ペ
ル
シ
ャ
や
ト
ル
コ
な
ど
の
馬
が
、

そ
の
装
飾
と
共
に
墨
書
で
描
か
れ
て
お
り
、
前
半
と
後
半
で
用
い
て
い
る
料
紙
も
異

な
っ
て
い
る
。
（
共
に
楮
紙
だ
が
、
後
半
の
ほ
う
が
薄
く
、
裏
打
さ
れ
て
い
な
い
） 

 

こ
れ
は
末
尾
に
近
藤
重
蔵
の
識
語
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
で
出
版
さ
れ

た
馬
の
図
三
二
枚
か
ら
九
枚
を
引
用
し
、
長
崎
の
「
旅
館
」
で
書
写
し
た
も
の
だ
と
い

う
。
重
蔵
は
寛
政
六
年
に
湯
島
聖
堂
の
学
問
吟
味
に
及
第
し
、
翌
七
年
か
ら
九
年
に
か

け
て
長
崎
奉
行
手
付
出
役
と
し
て
長
崎
に
赴
い
て
い
た
。
本
資
料
を
編
ん
だ
の
は
こ
の

と
き
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
資
料
は
長
ら
く
重
蔵
の
手
元
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
冒
頭
に
朱
印
「
正
斎
蔵
」（
四
・

五
糎
×
一
・
三
糎
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
正
斎
は
重
蔵
の
号
で
あ
る
。 

 

重
蔵
は
寛
政
一
〇
年
、
幕
府
に
北
方
調
査
の
意
見
書
を
提
出
し
、
蝦
夷
地
・
千
島
列

島
・
択
捉
島
探
検
に
赴
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
文
化
五
年
に
は
書
物
奉
行
を
拝
命
、

『
右
文
故
事
』
を
編
纂
す
る
な
ど
の
功
績
を
残
し
て
い
る
。 

 

【
書
誌
】 

 
外
題
・「
荷
蘭
馬
具
図
」
朱
色
飛
雲
文
刷
題
簽
（
一
五
・
〇
糎
×
二
・
八
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
表
紙 

 

見
返
し
・
紺
色
料
紙 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
三
七

 
高
さ
・
二
七
・
五
糎 

 
印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
正
斎
蔵
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
末
尾
の
重
蔵
に
よ
る
識
語
に
よ
れ
ば
、
寛
政
六
年
～
九
年
に
か
け
て
編
集
し

た
も
の
で
、
重
蔵
の
自
筆
で
あ
る
。 

   

【
二
〇
五
】
無
明
一
巻
之
抄 

室
町
時
代
末
期
～
江
戸
時
代
前
期 

一
軸 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
五
四
‐
〇
四
六
一
］ 

  

本
資
料
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
馬
術

書
。
題
は
『
無
明
一
巻
書
』
か
ら
の
抄
出
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
資
料
に
は
馬
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
注
記
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
名
馬
の
見
分
け
方
を
書
い
た
も
の
で
、
毛
並
や
尾
の
形
な
ど
、
名
馬
の
特
徴

を
記
し
て
あ
る
。 

 

奥
書
に
は
「
右
之
一
巻
屋
代
勝
介
本
を
写
差
上
仕
候
者
也
」
と
あ
る
。 

 

屋
代
勝
介
（
矢
代
勝
介
と
も
）
の
名
前
は
『
信
長
公
記
』
の
天
正
九
年
の
爆
竹
や
馬

揃
え
の
記
事
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
織
田
信
長
に
仕

え
た
馬
術
家
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。『
信
長
公
記
』
や
『
甫
庵
信
長
記
』
に
拠
れ

ば
本
能
寺
の
変
で
討
死
し
た
。 

 

本
資
料
は
奥
書
の
ほ
か
、
蔵
書
印
な
ど
も
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
来
歴
も
は
っ
き
り

し
な
い
。 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
無
明
一
巻
抄
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
八
糎
×
三
・
三
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
無
明
一
巻
之
抄
」 

 

表
紙
・
海
松
色
表
紙 

 

見
返
し
・
金
切
箔 

 

高
さ
・
四
一
・
五
糎 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
表
が
裏
面
に
貼
付
） 

 

備
考
・
楮
紙
、
朱
入
り 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

奥
書
に
は
、
写
年
・
書
写
者
に
関
す
る
記
述
を
欠
く
た
め
詳
細
は
不
明
。
筆
跡
か
ら

見
て
近
世
前
期
の
書
写
か
。 

   

【
二
〇
六
】
銃
陣
図 

写
年
不
明 

一
軸 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
八
九
‐
〇
五
一
二
］ 

  

本
資
料
は
歩
兵
銃
を
扱
う
際
の
陣
形
を
描
い
た
も
の
。
手
彩
色
。
一
軸
。 

 

本
資
料
は
西
洋
式
の
軍
備
を
描
き
、
歩
兵
の
陣
形
や
構
え
、
大
砲
の
配
置
な
ど
を
描

い
て
い
る
。
人
物
図
は
簡
略
で
、
専
門
の
絵
師
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
が
、
す

べ
て
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
武
器
や
陣
形
に
つ
い
て
の
解
説
が
、
絵
図
の
横
に

墨
書
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
の
写
年
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
西
洋
式
の
軍
備
が
取
り
入
れ
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
幕
末
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
三
八

 
本
資
料
は
、
表
紙
に
捺
さ
れ
た
「
番
外
書
冊
」
の
墨
印
か
ら
昌
平
坂
学
問
所
の
旧
蔵

書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
銃
陣
図
」
打
付
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
縹
色
（
織
）
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
八
糎 

 

印
記
・「
番
外
書
冊
」
（
墨
印
、
表
紙
）
「
浅
草
文
庫
」
（
朱
印
、
表
紙
）
「
内
閣
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
に
関
す
る
記
述
を
欠
く
た
め
詳
細
は
不
明
。 

   

【
二
〇
七
】
大
坂
卯
年
図 

元
和
元
年
刊
カ 

一
軸 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
特
一
一
七
‐
〇
〇
〇
九
］ 

  

本
資
料
は
大
坂
城
落
城
の
図
。
一
軸
。 

 

本
資
料
は
大
坂
夏
の
陣
の
際
に
落
城
し
た
大
坂
城
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
当
初

は
「
読
売
」
と
し
て
一
枚
刷
の
形
で
販
売
さ
れ
た
。
大
坂
夏
の
陣
（
元
和
元
年
）
と
い

う
時
期
か
ら
「
瓦
版
の
は
じ
ま
り
」
と
も
称
さ
れ
る
、
ご
く
初
期
の
読
売
で
あ
る
。 

 

本
資
料
は
元
々
一
枚
刷
り
で
あ
っ
た
も
の
を
掛
物
と
し
て
改
装
し
た
も
の
。
元
の
部

分
は
お
よ
そ
七
一
糎
×
三
三
糎
だ
が
、
改
装
の
際
に
裁
断
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
縦

型
の
掛
物
と
し
て
表
装
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
巻
子
本
の
体
裁
で
題
簽
な
ど
が
後
補
さ

れ
て
い
る
。 

 

掛
物
と
し
た
と
き
の
天
（
巻
子
本
と
し
て
開
い
た
と
き
の
見
返
し
部
分
）
に
は
、
墨

書
で
「
元
和
元
年
乙
卯
年
」
と
あ
る
。 

 

「
昌
平
坂
」
の
墨
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
昌
平
坂
学
問
所
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
大
坂
落
城
之
時
読
売
／
元
和
□
／
□
□
」（
一
部
欠
）
無
地
料
紙
題
簽
（
一

〇
・
八
糎
×
一
・
二
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
大
坂
卯
年
図
」 

 

大
き
さ
・
七
一
・
〇
糎
×
三
三
・
〇
糎 

 

印
記
・「
昌
平
坂
」 

 

備
考
・
楮
紙 

 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
や
刊
記
を
欠
く
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
は
不
明
。
後
補
と
考
え
ら

れ
る
墨
書
で
「
元
和
元
年
乙
卯
年
」
と
あ
る
の
み
。
但
し
現
存
す
る
「
大
坂
卯
年
図
」

の
ほ
と
ん
ど
が
後
世
の
模
刻
で
あ
る
。 

   



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
三
九

【
二
〇
八
】
東
蝦
夷
地
絵
巻 

村
垣
範
正
著 

安
政
年
間
写 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
七
八
‐
〇
六
九
〇
］ 

  

本
資
料
は
東
蝦
夷
地
（
現
在
の
北
海
道
東
部
）
を
見
聞
し
た
村
垣
範
正
が
、
和
歌
と

共
に
そ
の
景
物
を
記
録
し
た
絵
巻
。
巻
子
装
、
一
軸
。
手
彩
色
。 

 

村
垣
範
正
は
安
政
元
年
に
勘
定
吟
味
役
に
抜
擢
さ
れ
て
以
来
、
箱
舘
奉
行
や
神
奈
川

奉
行
を
歴
任
し
、
万
延
元
年
に
は
日
米
通
商
修
好
条
約
の
批
准
交
換
の
た
め
に
副
使
と

し
て
渡
米
す
る
な
ど
、
幕
末
の
外
交
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
幕
臣
で
あ
る
。
明
治
元

年
に
隠
居
し
、
同
一
三
年
に
六
八
歳
で
没
し
た
。 

 

本
資
料
は
そ
の
範
正
が
海
防
掛
・
蝦
夷
地
掛
と
し
て
、
樺
太
・
蝦
夷
地
の
巡
視
を
行
っ

た
際
の
記
録
で
あ
る
。
安
政
五
年
元
旦
、
箱
舘
で
筆
を
起
こ
し
、
和
歌
を
書
き
留
め
、

さ
ら
に
箱
舘
の
港
の
風
景
や
、
捕
鯨
の
様
子
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
同
年
夏

に
巡
視
を
開
始
し
、
厚
岸
な
ど
各
地
を
回
っ
て
そ
の
景
物
を
記
録
し
た
。
地
元
に
住
む

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
マ
ス
漁
や
子
供
の
遊
び
な
ど
も
描
か
れ
、
ま
た
機
織
り
に
関
し
て
は

そ
の
道
具
ま
で
詳
細
に
絵
に
残
し
た
。 

 

絵
は
す
べ
て
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
遠
景
・
近
景
、
い
ず
れ
も
詳
細
で
あ
る
。 

 

本
資
料
の
表
紙
に
は
、
外
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
が
、
現
在
は
判
別
が

で
き
な
い
。
目
録
題
は
後
補
。 

 

見
返
し
は
雲
母
引
の
布
目
紙
に
、
金
切
箔
が
施
し
て
あ
る
。
裏
打
ち
も
雲
母
引
料
紙

で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
資
料
に
は
冒
頭
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
朱
印
が
あ
る
の
み
で
、
他
に
旧

蔵
者
を
示
す
も
の
が
な
い
た
め
、
来
歴
が
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
欠 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
表
紙 

 

見
返
し
・
雲
母
引
布
目
型
押
表
紙
に
金
切
箔 

 

高
さ
・
三
七
・
〇
糎 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。 

   

【
二
〇
九
】
更
さ
ら
日
記 

立
綱
著 

写
年
不
明 

石
井
至
穀
旧
蔵
［
請
求
番
号
二
六
二
‐
〇
〇
七
九
］ 

  

本
資
料
は
僧
の
立
綱
に
よ
る
玉
川
流
域
の
紀
行
文
。
巻
子
装
、
一
軸
。 

 

立
綱
は
大
菅
中
養
父
に
学
ん
だ
国
学
者
で
、
一
六
歳
の
と
き
に
河
内
国
に
上
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
諸
国
行
脚
の
身
と
な
っ
た
僧
で
あ
る
。
和
歌
・
文
章
を
能
く
し
、
四
八

歳
の
と
き
江
戸
に
下
っ
て
以
降
は
江
戸
の
歌
人
た
ち
と
交
流
し
た
。
文
政
七
年
に
六
二

歳
で
没
。
国
学
者
の
伝
記
的
研
究
『
三
哲
小
伝
』
や
注
釈
書
『
伊
勢
物
語
昨
非
抄
』
な

ど
多
く
の
著
作
が
あ
る
。 

 
本
資
料
は
江
戸
か
ら
玉
川
の
上
流
へ
と
向
か
う
旅
の
情
景
を
描
い
た
も
の
で
、
地
の

文
の
ほ
か
、
風
景
が
水
墨
画
で
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
自
筆
稿
本
は
無
窮
会
専
門
図
書

館
平
沼
文
庫
の
所
蔵
。 

 

本
資
料
は
書
物
奉
行
を
務
め
た
石
井
至
穀
（
盛
時
）
の
旧
蔵
で
あ
る
。
冒
頭
に
至
穀



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
〇

の
蔵
書
印
「
元
禄
三
年
庚
午
初
建
玉
川
文
庫
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
川
文
庫
と

は
多
摩
郡
大
蔵
村
に
創
設
さ
れ
た
石
井
家
の
文
庫
で
、
享
保
年
間
に
焼
失
す
る
も
寛
政

一
二
年
に
再
建
し
、
特
に
至
穀
の
代
に
な
っ
て
様
々
な
書
物
を
収
集
し
た
。
至
穀
は
文

政
六
年
に
御
家
人
と
な
り
、
同
八
年
に
徒
目
付
、
天
保
二
年
富
士
見
宝
蔵
番
な
ど
を
経

て
、
嘉
永
四
年
に
書
物
奉
行
と
な
っ
た
。
安
政
六
年
に
八
二
歳
で
没
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
更
さ
ら
日
記
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
二
・
〇
糎
×
二
・
三
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
更
さ
ら
日
記
」 

 

表
紙
・
金
茶
色
（
織
）
表
紙
（
但
し
、
全
体
的
に
摩
耗
し
、
見
返
し
の
紙
が
見
え
て

い
る
） 

 

見
返
し
・
縹
色
料
紙
に
金
揉
箔 

 

高
さ
・
二
〇
・
七
糎 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
元
禄
三
年
庚
午
初
建
玉
川
文
庫
」 

 

備
考
・
本
文
の
料
紙
は
斐
楮
混
ぜ
漉
き
だ
が
、
絵
の
部
分
は
楮
紙
を
用
い
て
い
る
。

彩
色
は
な
し
。 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。 

   

【
二
一
〇
】
大
坂
御
城
御
天
守
図 

文
化
四
年
写 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
六
九
‐
〇
三
三
六
］ 

  

本
資
料
は
大
坂
城
の
天
守
を
図
示
し
た
資
料
。
外
観
お
よ
び
見
取
り
図
を
揃
え
る
。

彩
色
は
な
い
。
一
軸
。 

 

料
紙
は
裏
打
ち
の
な
い
楮
紙
を
用
い
て
い
る
が
、
精
密
に
天
守
を
描
い
た
図
面
で
あ

る
と
い
え
る
。
高
さ
四
〇
・
〇
糎
ほ
ど
あ
り
、
巻
子
本
と
し
て
も
大
型
。 

 

大
坂
城
は
、
大
坂
夏
の
陣
で
落
城
し
た
の
ち
、
元
和
年
間
に
幕
府
の
直
轄
と
な
り
、

特
に
二
代
将
軍
秀
忠
の
も
と
で
再
建
が
開
始
さ
れ
た
。
寛
永
年
間
に
は
工
事
が
完
了
し

た
が
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
幾
度
か
火
災
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。
寛
文
五
年
の
落
雷

で
天
守
が
焼
失
し
た
。 

 

本
資
料
に
よ
れ
ば
、
延
宝
九
年
に
書
写
さ
れ
た
大
坂
城
の
図
を
、
さ
ら
に
文
政
四
年

に
な
っ
て
書
写
し
た
と
い
う
。 

 

「
望
月
家
蔵
」
の
朱
印
が
見
え
る
が
、
旧
蔵
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
明
治
に
な
っ

て
か
ら
内
務
省
が
購
入
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
大
坂
御
天
守
之
図
」
打
付
墨
書 

 

内
題
・「
大
坂
御
城
御
天
守
図
」 

 

表
紙
・
香
色
地
横
刷
毛
目
表
紙 

 

高
さ
・
四
〇
・
〇
糎 

 
印
記
・
「
望
月
家
蔵
」
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」 

 

備
考
・
楮
紙
（
裏
打
ち
な
し
）
、
彩
色
な
し
、
箱
（
紺
色
、
四
〇
・
五
糎
×
五
・
〇
糎

×
五
・
〇
糎
）
入
り 

 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
一

【
写
年
・
書
写
者
】 

 
本
資
料
の
内
題
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

「
大
坂
御
城
御
天
守
図
／
延
宝
九
辛
酉
年
四
月
藤
本
氏
／
所
記
之
大
阪
［
マ
マ
］
御

城
図
ニ
添
フ
／
寛
文
五
乙
巳
年
正
月
二
日
亥
下
刻
大
坂
城
御
天
守
雷
火
奥
御
番
所
籾
蔵

百
間
之
所
五
十
間
焼
失
／
文
政
四
辛
巳
ノ
年
十
月
六
日
」 

 

書
写
者
は
不
明
。 

   

【
二
一
一
】
柳
営
御
白
書
院
虎
之
間
新
御
殿
御
休
息
伺
下
絵 

 

 
 

 
 
 

狩
野
永
悳 

弘
化
元
年
写 

三
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
四
六
］ 

  

弘
化
元
年
に
焼
失
し
た
江
戸
城
本
丸
を
再
建
す
る
際
、
製
作
さ
れ
た
本
丸
御
殿
の
障

壁
画
の
縮
図
。
御
用
絵
師
の
狩
野
永
悳
の
手
に
よ
る
。
全
三
軸
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
奥
、

虎
之
間
、
白
書
院
の
図
。
手
彩
色
。 

 

弘
化
元
年
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
江
戸
城
本
丸
が
焼
失
。
大
奥
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
出
し
た
。
翌
年
に
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
と
き
障
壁
画
を
担
当
し
た

の
が
御
用
絵
師
の
狩
野
永
悳
で
あ
る
。 

 

永
悳
は
嘉
永
元
年
に
御
用
絵
師
と
な
り
、
徳
川
家
斉
か
ら
家
茂
ま
で
の
四
代
の
将
軍

に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
安
政
四
年
に
法
眼
。
明
治
維
新
後
も
皇
居
造
営
の
際
に
障
壁

画
を
製
作
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
帝
国
博
物
館
鑑
査
掛
な
ど
を
経
て
明
治
二
三
年
に
は
帝

室
技
芸
員
。
翌
二
四
年
に
七
八
歳
で
没
。 

 

本
資
料
の
一
軸
目
は
、
本
丸
大
奥
の
新
御
殿
上
段
の
間
・
下
段
の
間
・
二
之
間
・
御

休
息
之
間
の
障
壁
画
の
下
絵
で
あ
る
。
上
段
の
間
は
京
都
の
春
の
景
色
、
二
之
間
・
下

段
の
間
は
京
都
の
秋
の
景
色
、
御
入
側
に
は
京
都
の
夏
の
景
色
、
御
休
息
之
間
の
御
入

側
に
は
冬
の
景
色
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

二
軸
目
は
、
江
戸
城
本
丸
大
広
間
へ
向
か
う
途
中
に
あ
る
虎
之
間
の
障
壁
画
の
下
絵
。

画
題
は
虎
と
竹
。 

 

三
軸
目
は
、
本
丸
白
書
院
（
将
軍
が
執
務
を
行
う
場
）
の
帝
鑑
之
間
の
障
壁
画
の
下

絵
。
帝
鑑
図
は
古
代
中
国
の
理
想
的
な
君
主
の
故
事
を
描
い
た
も
の
で
、
為
政
者
の
手

本
と
し
て
好
ま
れ
た
画
題
で
あ
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
柳
営
新
御
殿
御
休
息
下
絵
」
②
「
柳
営
虎
之
間
下
絵
」
③
「
柳
営
御
白

書
院
下
絵
」
（
い
ず
れ
も
打
付
墨
書
） 

 

内
題
・
①
「
大
奥
／
新
御
殿
御
休
息
伺
下
絵 

六
巻
」
②
「
御
書
院
番
所
／
虎
之
間

伺
下
絵 

四
巻
合
一
／
御
椽
通
御
長
押
上
／
弘
化
度
伺
済
／
狩
野
永
悳
」
③
「
御
白
書

院
／
御
上
段
御
下
段
并
御
調
台
内
／
帝
鑑
之
間
惣
御
入
側
并
御
天
井
下
絵
／
御
小
襖
御

杉
戸
／
弘
化
度
伺
済
／
狩
野
永
悳
」
（
い
ず
れ
も
見
返
し
に
墨
書
） 

 

表
紙
・
香
色
地
縦
刷
毛
目
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
五
糎 

 

印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
内
閣
文
庫
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 
【
写
年
・
書
写
者
】 

 

見
返
し
に
書
か
れ
た
記
述
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
通
り
、
弘
化
元
年
に
狩
野
永
悳
の
手

に
寄
っ
て
描
か
れ
た
も
の
。 

 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
二

【
二
一
二
】
御
即
位
諸
幄
之
図 

写
年
不
明 

一
軸 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
四
七
‐
〇
七
二
七
］ 

  

本
資
料
は
即
位
の
礼
の
際
に
用
い
る
幄
を
図
示
し
た
も
の
。
一
軸
。
手
彩
色
。 

 

幄
と
は
、
祭
礼
・
儀
式
の
際
に
用
い
ら
れ
る
幕
を
張
っ
た
仮
小
屋
の
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
様
式
は
祭
礼
・
儀
式
の
種
類
や
場
所
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
正
し
く
用
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
本
資
料
は
そ
の
検
索
用
の
資
料
で
、
即
位
の

礼
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
幄
が
用
い
ら
れ
た
か
、
年
代
毎
、
場
所
毎
に
図
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
冒
頭
は
「
安
永
度
」
と
あ
り
、
光
格
天
皇
の
即
位
の
礼
が
例
に
挙
げ
ら
れ
、
他

に
も
「
寛
永
之
度
」
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。 

 

幄
に
つ
い
て
は
、
色
や
寸
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
彩
色
は
部
分
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
御
即
位
諸
幄
之
図
」
無
地
料
紙
題
簽
（
二
六
・
〇
糎
×
二
・
八
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
縹
色
表
紙 

 

高
さ
・
三
〇
・
〇
糎 

 

印
記
・「
内
閣
文
庫
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
裏
打
ち
な
し
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
書
写
年
代
は
不
明
。
文
化
年
間
の
例
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
た
め
、
少
な
く
と
も
文
化
年
間
以
降
で
あ
る
こ
と
は
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
蔵
書
印

も
「
内
閣
文
庫
」
印
の
ほ
か
に
見
ら
れ
ず
、
旧
蔵
者
も
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

【
二
一
三
】
御
行
幸
の
次
第 

寛
永
三
年
刊 

三
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
二
六
二
‐
〇
〇
五
四
］ 

  

本
資
料
は
『
寛
永
行
幸
記
』
の
題
で
知
ら
れ
る
も
の
で
、
寛
永
三
年
に
後
水
尾
天
皇

が
二
条
城
に
行
幸
し
た
際
の
記
録
。
古
活
字
版
。
手
彩
色
あ
り
。
三
軸
。 

 

寛
永
三
年
に
後
水
尾
天
皇
が
二
条
城
に
行
幸
、
こ
の
と
き
徳
川
秀
忠
・
家
光
が
上
洛

し
て
拝
謁
し
た
。
本
資
料
は
こ
の
と
き
の
行
幸
の
様
子
や
儀
礼
を
記
録
し
た
も
の
で
、

烏
丸
光
広
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
。『
寛
永
行
幸
記
』
に
は
以
心
崇
伝
が
編
ん
だ
真
名
本
も

存
在
す
る
が
、
本
資
料
と
は
内
容
も
大
き
く
異
な
る
別
書
で
あ
る
。 

 

本
資
料
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
古
活
字
版
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
部
に
彩
色
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
行
幸
の
列
を
為
す
人
物
た
ち
も
絵
駒
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
料
紙
は
す
べ
て
雲
母
が
引
い
て
あ
る
。 

 

三
巻
三
軸
で
あ
る
が
、
二
軸
目
と
三
軸
目
の
題
簽
が
反
対
に
な
っ
て
お
り
、
二
軸
目

に
「
下
」、
三
軸
目
に
「
中
」
の
題
簽
が
付
さ
れ
て
い
る
。
二
軸
目
の
中
巻
に
挿
絵
は
な

く
、
本
文
の
み
。 

 

諸
本
に
つ
い
て
は
間
島
由
美
子
氏
の
論
考
「『
寛
永
行
幸
記
』
絵
巻
に
つ
い
て
―
―
四

種
類
の
古
活
字
版
と
そ
の
覆
刻
整
版
と
写
本
」（
『
参
考
書
誌
研
究
』
五
五
号
、
国
立
国

会
図
書
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
「
御
行
幸
次
第 

上
」
②
「
御
行
幸
次
第 

下
」
③
「
御
行
幸
次
第 

中
」

雲
母
引
料
紙
題
簽
（
一
三
・
八
糎
×
二
・
八
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
御
行
幸
之
次
第
」 

 

表
紙
・
金
茶
色
地
唐
花
文
様 

 

高
さ
・
二
八
・
〇
糎 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
三

 
印
記
・「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
備
考
・
楮
紙
、
一
部
手
彩
色 

 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
持
た
な
い
が
、
冒
頭
に
「
寛
永
三
年
九
月
六
日
／
御
行
幸 

二
条

亭
へ
の
事
」
と
あ
る
。 

   

【
二
一
四
】
建
保
中
殿
御
会
図 

写
年
不
明 

一
軸 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
二
六
二
‐
〇
〇
九
四
］ 

  

本
資
料
は
建
保
六
年
の
中
殿
（
清
涼
殿
）
に
お
け
る
和
歌
管
絃
の
会
の
様
子
を
描
い

た
絵
巻
『
中
殿
御
会
図
巻
』
の
白
描
模
本
。
一
軸
。 

 

『
中
殿
御
会
図
巻
』
は
、
藤
原
信
実
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
記
録
絵
巻

で
、
建
保
六
年
に
順
徳
天
皇
の
も
と
に
参
じ
た
人
々
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
原
本
は

伝
存
し
て
お
ら
ず
、
北
村
家
本
（
九
条
家
本
、
現
在
出
光
美
術
館
所
蔵
）
が

も
古
く

鎌
倉
時
代
末
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
資
料
は
こ
の
本
か

ら
の
模
写
で
は
な
く
、
人
名
注
記
に
年
齢
を
付
し
て
い
る
点
か
ら
河
本
家
本
（
前
山
家

本
）
系
統
の
模
写
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

本
来
の
『
中
殿
御
会
図
巻
』
に
は
、
会
の
様
子
を
記
し
た
「
御
会
記
」、
九
条
道
家
の

序
、
参
列
者
の
詠
歌
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
本
資
料
は
御
会
図
の
み
。
部
分
的
な
書
写

で
、
彩
色
も
な
い
。
外
題
に
「
建
保
中
殿
会
図
／
詞
書
別
冊
／
二
通
之
内
」
と
出
し
て

あ
る
点
か
ら
見
て
、
元
来
は
こ
の
「
御
会
記
」
等
に
相
当
す
る
部
分
が
別
冊
で
存
在
し

た
と
見
ら
れ
る
が
、
「
詞
書
」
に
相
当
す
る
資
料
は
当
館
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。 

 

裏
打
ち
も
軸
も
な
い
状
態
で
、
し
っ
か
り
装
丁
さ
れ
た
資
料
と
は
言
い
難
い
。
蔵
書

印
も
な
い
た
め
、
来
歴
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
建
保
中
殿
会
図
／
詞
書
別
冊
／
二
通
之
内
」 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
表
紙 

 

高
さ
・
四
七
・
五
糎 

 

印
記
・
な
し 

 

備
考
・
楮
紙
、
裏
打
ち
な
し
、
白
描 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

   

【
二
一
五
】
年
中
行
事
絵 

写
年
不
明 

一
軸 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
二
六
二
‐
〇
〇
七
一
］ 

  

本
資
料
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
等
か
ら
一
部
を
抄
出
し
て
編
集
し
た
模
本
。
彩
色
な

し
。
一
軸
。 

 
本
資
料
は
主
に
幄
を
中
心
に
『
年
中
行
事
絵
巻
』『
石
山
寺
縁
起
』
か
ら
図
を
抄
出
し

て
編
集
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
行
事
に
際
し
、
先
例
を
学
ぶ
上
で
必
要
と
な

り
、
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
打
ち
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
白
描
模

本
で
あ
る
。
朱
で
書
き
込
み
が
数
か
所
見
ら
れ
る
他
は
、
彩
色
は
な
い
。
軸
も
な
く
、



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
四

料
紙
を
巻
い
た
上
に
後
補
と
思
わ
れ
る
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
簡
易
的
な
装
丁
で
あ

る
。 

 

印
記
は
「
内
閣
文
庫
」
の
ほ
か
見
受
け
ら
れ
ず
、
来
歴
も
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
な
し 

 

内
題
・「
年
中
行
事
絵
巻
」 

 

表
紙
・
紺
色
表
紙 

 

高
さ
・
三
〇
・
〇
糎 

 

印
記
・「
内
閣
文
庫
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
裏
打
ち
な
し
、
軸
な
し
、
白
描
、
裏
に
墨
書
「
年
中
行
事
絵
」 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

   

【
二
一
六
】
槐
門
図 

写
年
不
明 

一
軸 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
五
二
］ 

  

本
資
料
は
紫
宸
殿
、
清
涼
殿
な
ど
内
裏
の
殿
舎
の
構
造
を
描
い
た
図
。
一
軸
、
彩
色

な
し
。 

 

本
資
料
に
は
内
裏
の
殿
舎
が
間
取
り
図
と
し
て
そ
の
構
造
が
描
か
れ
て
お
り
、
各
所

に
延
喜
年
間
や
永
暦
年
間
の
先
例
が
注
記
し
て
あ
る
。 

 

本
資
料
に
は
写
年
・
書
写
者
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
ま
た
印
記
に
つ
い
て
も
、「
日

本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
表
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
他
に
な
く
、
旧
蔵
者
は
不
明
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
槐
門
図
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
） 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
表
紙 

 

高
さ
・
三
三
・
〇
糎 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
表
） 

 

備
考
・
楮
紙
、
彩
色
な
し 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

前
述
の
通
り
、
不
明
。
安
政
二
年
に
内
裏
（
現
在
の
京
都
御
所
）
が
再
建
さ
れ
た
際

の
記
録
か
。 

   

【
二
一
七
】
車
絵
図 

写
年
不
明 

三
軸 

彰
考
館
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
四
七
‐
〇
七
二
八
］ 

  

本
資
料
は
公
卿
や
殿
上
人
が
使
用
す
る
乗
り
物
を
図
示
し
た
資
料
。
手
彩
色
。三
軸
。 

 

一
軸
目
に
は
牛
車
が
一
図
（「
八
葉
車
／
今
上
女
御
御
召
之
車
也
」
と
注
記
）
描
か
れ

て
い
る
の
み
で
、
二
軸
目
・
三
軸
目
と
図
の
数
や
分
量
に
差
が
あ
る
。
二
軸
目
以
降
は
、

公
卿
・
殿
上
人
の
用
い
る
乗
り
物
が
身
分
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
図
示
さ
れ
る
。
墨
書
で

注
記
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
『
台
記
』
な
ど
か
ら
先
例
を
引
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
五

 
書
写
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
本
奥
書
と
思
わ
れ
る
も
の
も
数
か
所
書
か
れ
て
お

り
、
一
図
一
図
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
資
料
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
図
そ
の
も
の
も
途
中
で
切
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
後
世
の
段
階
で
か
な
り
の
手
が
加

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

も
新
し
い
年
記
を
持
つ
本
奥
書
は
慶
長
一
〇
年
の
も
の
。
本
資
料
の
成
立
は
少
な

く
と
も
そ
れ
以
降
に
な
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
車
絵
図 

一
（
～
三
）
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
五
・
三
糎
×
三
・
〇
糎
に
墨

書
） 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
青
鈍
色
地
唐
草
文
様
（
刷
）
表
紙 

 

見
返
し
・
金
切
箔 

 

高
さ
・
三
六
・
〇
糎 

 

印
記
・
①
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
彰
考
館
」
②
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
彰
考

館
」
「
日
本
政
府
図
書
」
③
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
彰
考
館
」
「
日
本
政
府
図
書
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
い
く
つ
か
の
本
奥
書
が
見
え
る
が
、写
年
・
書
写
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

 

慶
長
一
〇
年
の
年
記
が
見
え
る
第
三
軸
目
の
末
尾
の
本
奥
書
に
は
、「
本
云
／
右
件
之

車
図
者
申
請
九
条
禅
定
殿
下
円
性
／
秘
在
御
本
命
右
少
将
言
緒
預
令
書
写
実
以
可
／
為

後
昆
亀
鏡
矣
」
と
あ
り
、
出
家
し
て
円
性
と
称
し
た
関
白
九
条
兼
孝
の
所
蔵
し
て
い
た

資
料
を
書
写
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
「
本
云
」
は
右
肩
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、

後
補
の
筆
と
思
わ
れ
る
。 

【
二
一
八
】
車
勘
例
並
図 

嘉
永
元
年
写 

三
軸 

坊
城
家
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
四
七
‐
〇
七
二
九
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
同
様
、
公
卿
や
殿
上
人
が
用
い
た
乗
り
物
（
神
輿
、
仏
輿
含
む
）

の
先
例
を
図
示
し
た
資
料
。
手
彩
色
、
三
軸
。 

 

前
掲
資
料
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、『
西
宮
記
』『
権
記
』『
明
月
記
』
な
ど
数
多
く
の

日
記
類
を
引
用
し
、
有
職
故
実
の
資
料
と
し
て
徹
底
し
た
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

本
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
分
、
図
は
少
な
く
、
①
三
図
、
②
四
図
、

③
四
図
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
古
い
絵
巻
類
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

外
題
に
は
「
車
勘
例
並
図
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、「
勘
例
」
の
文
言
か
ら
、
本
資
料

が
朝
廷
の
諮
問
に
応
じ
て
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
（
勘
文
）
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
但
し
、
裏
打
ち
が
さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
か
ら
見
て
、
草
稿
も
し
く
は
作
者
が
手

元
に
残
す
た
め
に
製
作
し
た
写
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
か
奥
書
は
他
見
を
戒

め
て
い
る
。
軸
も
な
く
、
簡
易
的
な
装
丁
で
あ
る
。 

 

作
者
は
、
幕
末
に
議
奏
・
武
家
伝
奏
な
ど
を
歴
任
し
た
坊
城
俊
克
。
議
奏
と
し
て
は

日
米
通
商
条
約
問
題
、
将
軍
継
嗣
問
題
な
ど
に
関
与
し
、
ま
た
武
家
伝
奏
と
し
て
は
和

宮
降
嫁
・
将
軍
徳
川
家
茂
上
洛
な
ど
の
調
整
役
と
な
っ
た
。
文
久
元
年
に
は
和
宮
の
関

東
入
輿
に
従
っ
て
下
向
。
慶
應
元
年
に
従
一
位
と
な
り
、
同
年
に
六
四
歳
で
没
し
た
。

有
職
故
実
に
関
す
る
膨
大
な
著
作
が
あ
る
。 

 

坊
城
家
は
歴
代
好
学
の
士
を
輩
出
し
、
坊
城
家
の
人
々
に
よ
る
手
沢
本
は
多
く
伝
来

し
て
い
る
。
明
治
二
五
年
に
坊
城
俊
章
か
ら
家
蔵
の
一
四
五
〇
冊
が
内
閣
文
庫
に
献
納

さ
れ
て
お
り
、
本
資
料
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
①
②
③
「
車
勘
例
並
図 

三
巻
之
内
」
打
付
墨
書 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
六

 
内
題
・
な
し 

 
表
紙
・
香
色
表
紙 

 

見
返
し
・
金
切
箔 

 

高
さ
・
三
八
・
五
糎 

 

字
高
・
三
二
・
〇
糎 

 

印
記
・「
俊
克
之
章
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色
、
裏
打
ち
な
し
、
軸
な
し 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
三
軸
そ
れ
ぞ
れ
に
奥
書
が
あ
る
。 

 

①
「
件
巻
者
借
受
蔵
人
左
少
弁
胤
保
予
書
写
之
／
於
図
者
入
魂
于
大
和
権
介
哲
長
令

画
畢
堅
／
不
宥
他
見
所
秘
蔵
者
也
／
嘉
永
元
年
十
一
月 

頭
右
大
弁
藤
俊
克
」 

 

②
「
件
巻
者
借
受
侍
中
左
少
丞
胤
保
令
俊
政
／
書
写
於
図
者
入
魂
大
和
権
介
哲
長
令

／
画
畢
堅
不
宥
他
見
者
也
／
嘉
永
元
年
仲
冬
／
頭
右
弁
俊
克
」 

 

③
「
件
巻
者
借
受
蔵
人
左
少
弁
胤
保
令
俊
政
／
書
写
又
於
図
者
入
魂
大
和
権
介
哲
長

令
／
画
畢
堅
不
宥
他
見
者
也
／
于
時
嘉
永
元
年
仲
冬
／
頭
右
大
弁
藤
俊
克
」 

 

こ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
第
一
軸
目
は
「
蔵
人
左
少
弁
胤
保
」
所
蔵
の
資
料
を
借

り
受
け
て
、
坊
城
俊
克
地
自
身
が
書
写
し
た
も
の
。
図
は
「
大
和
権
介
哲
長
」
の
手
に

拠
る
。
第
二
軸
目
と
第
三
軸
目
は
本
文
の
書
写
は
俊
克
の
養
子
で
あ
る
坊
城
俊
政
の
手
。 

 

「
蔵
人
左
少
弁
胤
保
」
は
お
そ
ら
く
公
武
合
体
派
の
公
家
と
し
て
知
ら
れ
る
広
橋
胤

保
の
こ
と
。「
大
和
権
介
哲
長
」
は
「
二
尊
教
院
縁
起
絵
」
を
描
い
た
堤
哲
長
の
こ
と
か
。 

   

【
二
一
九
】
町
見
図 

天
明
元
年
写 

一
軸 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
四
‐
〇
二
二
九
］ 

  

本
資
料
は
天
明
元
年
に
幕
臣
の
高
橋
至
時
が
記
し
た
測
量
図
の
習
作
。
手
彩
色
、
一

軸
。 

 

「
町
見
」
と
は
土
地
の
測
量
の
こ
と
を
差
し
、
本
資
料
は
建
物
の
高
さ
や
木
の
高
さ

を
参
考
に
土
地
の
面
積
を
測
る
方
法
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
記
さ
れ
て
い
る
の

は
「
水
縄
」
（
検
地
用
具
の
ひ
と
つ
）
の
張
り
方
で
あ
る
。
全
八
図
。 

 

奥
書
に
よ
れ
ば
、
書
写
者
は
幕
臣
の
高
橋
至
時
。
大
坂
に
生
ま
れ
、
安
永
七
年
に
大

坂
城
定
番
同
心
と
な
り
、
寛
政
七
年
に
は
江
戸
に
出
府
、
天
文
方
に
任
じ
ら
れ
、
寛
政

暦
の
編
纂
に
尽
力
し
た
。
享
和
四
年
に
四
一
歳
で
没
。
伊
能
忠
敬
の
師
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
処
罰
さ
れ
た
高
橋
景
保
は
子
。 

 

本
資
料
に
は
昌
平
坂
学
問
所
の
印
記
が
見
ら
れ
、
安
政
七
年
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
の
ち
に
内
務
省
地
理
局
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
町
見
図
」
打
付
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
海
松
色
地
瑞
雲
文
（
織
）
表
紙 

 

見
返
し
・
金
切
箔 

 

高
さ
・
一
九
・
〇
糎 

 
印
記
・「
編
修
地
志
備
用
典
籍
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
安
政
庚
申
」「
昌

平
坂
」「
至
時
之
印
」「
子
春
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色
。 

 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
七

【
写
年
・
書
写
者
】 

 
奥
書
は
以
下
の
通
り
。 

 

「
天
明
元
辛
牛
年 

高
橋
小
太
郎
／
六
月
己
亥
日
」 

 

奥
書
の
下
部
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
至
時
之
印
」
「
子
春
」
は
至
時
の
印
。 

   

【
二
二
〇
】
奇
石
図 

写
年
不
明 
一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
一
］ 

  

本
資
料
は
菅
原
嘉
が
収
集
し
た
珍
し
い
石
を
、
産
地
な
ど
と
共
に
図
示
し
た
資
料
。

手
彩
色
、
一
軸
。 

 

本
資
料
に
は
、
珍
し
い
模
様
や
形
な
ど
を
し
た
「
奇
石
」
が
、
三
〇
点
図
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
産
地
、
名
前
、
特
徴
な
ど
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
記
し
た
の
は
菅
原
嘉
と
い
う
人
物
で
、
本
資
料
の
奥
書
の
ほ
か
に
そ
の
伝
を

知
る
術
は
な
い
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
中
期
～
後
期
の
博
物
学
者
で
、
全
国
か
ら
「
奇

石
」
を
収
集
し
た
よ
う
で
あ
る
。
記
載
の
図
に
は
越
前
産
の
石
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、

越
前
の
人
と
推
定
さ
れ
る
。
号
を
叱
羊
亭
。 

 

本
資
料
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
同
好
の
士
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
ら
し
い
。 

 

明
治
一
四
年
に
内
務
省
が
購
入
し
た
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
な
し 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
海
松
色
地
亀
甲
繋
（
織
）
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
五
糎 

 

印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
明
治
十
四
年
購
求
」
「
宝
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色
、
紺
色
の
箱
（
二
八
・
〇
糎
×
七
・
〇
糎
×
七
・
五
糎
）
入

り 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

奥
書
は
以
下
の
通
り
。 

 

「
右
三
十
品
余
所
愛
惜
之
物
也
此
外
雖
有
数
百
蔵
／
東
都
別
荘
庫
中
故
不
能
図
于
茲

矣
令
所
描
贈
／
之
者
其
十
之
一
也
為
憐
同
好
之
意
聊
供
玩
弄
之
具
而
已
莫
棄
置
幸
甚
／

叱
羊
亭
／
菅
原
嘉
（
印
）
」 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
の
別
邸
に
は
数
百
に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
蔵
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
手
元
に
あ
る
三
〇
点
を
選
ん
で
本
資
料
に
ま
と
め
、
同
好
の
士

に
贈
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
相
手
ま
で
は
こ
の
奥
書
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

奥
書
の
下
に
は
菅
原
嘉
の
印
と
思
わ
れ
る
「
宝
」
の
字
の
壺
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

   

【
二
二
一
】
鳥
類
の
図 

写
年
不
明 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
五
］ 

  

本
資
料
は
様
々
な
鳥
の
図
を
収
載
し
た
博
物
画
。
手
彩
色
、
一
軸
。 

 
ヒ
ヨ
ド
リ
を
先
頭
に
、
九
官
鳥
や
雉
な
ど
様
々
な
鳥
を
詳
細
に
描
い
た
資
料
で
あ
る
。

在
来
種
の
み
な
ら
ず
オ
ウ
ム
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る
。 

 

彩
色
が
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
り
、
様
々
な
大
き
さ
の
料
紙
が
継
が
れ
て
い

る
点
か
ら
み
て
下
絵
の
段
階
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
表
紙
に
は
三
・
八
糎
×
二
・



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
八

〇
糎
の
小
さ
な
題
簽
が
付
さ
れ
、「
鳥
類
の
図
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
簡
易

的
な
も
の
で
後
補
の
可
能
性
が
高
い
。
外
題
の
上
か
ら
は
さ
ら
に
朱
書
で
「
博
物
」
と

書
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
一
部
欠
け
て
い
て
判
読
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
分
類

の
た
め
に
旧
蔵
者
が
手
を
入
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
題
簽
の
下
に
は
「
雑
」
と
墨
書
。 

 

書
写
者
は
不
明
だ
が
、
詳
細
な
筆
致
か
ら
見
て
絵
師
に
手
に
よ
る
も
の
と
想
像
さ
れ

る
。 

 

明
治
一
二
年
に
内
務
省
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
の
ち
農
商
務
省
な
ど
の
所
蔵
を
経
て

現
在
に
至
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
□
□
□
／
鳥
類
の
図
／
博
物
」
無
地
料
紙
題
簽
（
三
・
八
糎
×
二
・
〇
糎
） 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
縦
刷
毛
目
表
紙 

 

高
さ
・
二
七
・
〇
糎 

 

印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
明
治
十
二
年

購
求
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
存
在
せ
ず
、
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。 

   

【
二
二
二
】
風
鳥
喑
呼
類 

武
蔵
石
寿
筆 

天
保
元
年
頃
写 

一
軸 

武
蔵
石
寿
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
三
］ 

  

本
資
料
は
幕
臣
の
武
蔵
石
寿
の
手
に
拠
る
鳥
類
の
博
物
画
で
あ
る
。
手
彩
色
、一
軸
。 

 

本
資
料
は
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
舶
来
の
鳥
類
を
図
示
し
た
資
料
で
、「
風
鳥
類
」（
フ

ウ
チ
ョ
ウ
科
の
鳥
類
、
極
楽
鳥
と
も
）
と
「
喑
呼
類
」（
イ
ン
コ
科
）
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
鳥
類
は
主
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
原
産
の
極
彩
色
の
羽
を
持
つ
も
の
で
、
一
八
世

紀
～
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
珍
重
さ
れ
、
日
本
で
も
ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
て
流

行
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
編
ま
れ
た
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

題
簽
に
は
「
風
鳥
喑
呼
類
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
後
補
と
思
わ
れ
る
筆
で
「
博

物
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
部
に
も
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
磨
滅
し
て
判
別
不

能
。 

 

本
資
料
は
武
蔵
石
寿
の
自
筆
。
石
寿
は
幕
臣
で
あ
る
と
同
時
に
優
れ
た
本
草
学
者
・

博
物
学
者
で
あ
り
、
本
資
料
は
そ
の
業
績
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
「
武

蔵
石
寿
庫
印
」「
竹
石
主
人
武
蔵
吉
恵
印
」
な
ど
石
寿
の
用
い
た
印
が
見
え
、
料
紙
の
継

ぎ
目
に
も
「
石
寿
」
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
ら
く
石
寿
の
手
元
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

明
治
一
二
年
に
内
務
省
が
購
入
。
農
商
務
省
の
旧
蔵
を
経
て
い
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
風
鳥
喑
呼
類
／
博
物
／
□
□
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
三
・
八
糎
×
二
・
〇
糎
） 

 
内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
横
刷
毛
目
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
七
糎 

 

印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
明
治
十
二
年



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
四
九

購
求
」「
武
蔵
石
寿
庫
印
」
「
竹
石
主
人
武
蔵
吉
恵
印
」
「
石
寿
」 

 
備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

末
尾
に
「
翫
砢
翁
／
武
蔵
石
寿
（
印
）
」
の
署
名
が
あ
る
。
捺
さ
れ
て
い
る
印
は
「
竹

石
主
人
武
蔵
吉
恵
印
」
で
あ
る
。 

 

「
風
鳥
類
」
の
末
尾
に
「
文
政
十
三
仲
冬
」
の
年
記
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
文
政
一

三
年
（
同
年
の
年
末
に
改
元
し
て
天
保
元
年
）
以
降
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。 

   

【
二
二
三
】
奇
魚
類 

武
蔵
石
寿
編 

天
保
年
間
写 
一
軸 

武
蔵
石
寿
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
六
］ 

  

本
資
料
は
深
海
魚
な
ど
の
珍
し
い
魚
類
や
海
獣
の
図
を
ま
と
め
た
資
料
。
手
彩
色
、

一
軸
。 

 

本
資
料
の
外
題
は
「
奇
魚
類
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
珍
し
い
鉱
物
や
考
古

物
も
含
む
。
全
体
を
通
し
て
一
人
の
人
物
が
書
写
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
一
枚
物
を
継
ぎ
合
わ
せ
て
一
軸
に
仕
立
て
て
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
跡
は
す
べ
て

ま
ち
ま
ち
で
、
ま
た
方
向
が
違
っ
て
い
た
り
、
刊
本
も
混
ざ
っ
て
い
る
な
ど
雑
多
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
手
元
に
あ
っ
た
資
料
を
、
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
巻
子
本
に
仕
立
て
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
書
写
年
代
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
文
政
一

二
年
頃
～
天
保
年
間
に
か
け
て
の
年
記
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
天
保
年
間
に
編
集
し

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
。 

 

編
集
し
た
の
は
前
掲
と
同
じ
武
蔵
石
寿
。
本
資
料
中
に
数
か
所
の
署
名
が
認
め
ら
れ

る
ほ
か
、
「
武
蔵
石
寿
庫
印
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
一
二
年
に
政
府
が
購
入
し
た
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
奇
魚
類
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
三
・
五
糎
×
二
・
〇
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
紺
色
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
五
糎 

 

印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
明
治
十
二
年

購
求
」「
武
蔵
石
寿
庫
印
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

前
述
の
通
り
、
文
政
～
天
保
年
間
に
か
け
て
書
写
あ
る
い
は
出
版
さ
れ
た
も
の
を
中

心
に
編
集
し
て
あ
る
。
一
部
は
石
寿
自
身
の
自
筆
。 

   

【
二
二
四
】
魚
類
図
巻 

天
保
年
間
写 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
六
］ 

  

本
資
料
は
魚
類
を
図
示
し
た
資
料
。
手
彩
色
、
一
軸
。 

 

冒
頭
か
ら
鯵
、
秋
刀
魚
な
ど
、
身
近
な
青
魚
が
詳
細
な
筆
致
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
亀
や
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
水
辺
に
住
む
動
物
も
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
で



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
〇

特
筆
す
べ
き
は
河
童
で
あ
る
。
数
種
類
の
河
童
が
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
実
際

に
見
た
か
の
よ
う
に
細
部
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。 

 

天
保
五
年
の
年
記
（「
天
保
甲
午
二
月
廿
日
」）
の
あ
る
識
語
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
江
戸
の
魚
屋
で
あ
る
越
後
屋
清
六
が
目
撃
し
た
と
い
う
。
こ
の
識
語
を

記
し
た
の
は
本
草
学
者
の
福
井
春
水
で
あ
る
。 

 

福
井
春
水
は
下
谷
三
味
線
堀
に
住
ん
で
お
り
、
本
草
学
の
様
々
な
著
作
を
残
し
て
い

る
。
本
草
会
・
薬
品
会
を
度
々
主
催
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
生
没
年
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
名
前
を
潤
。
号
は
春
水
の
ほ
か
多
識
堂
。 

 

但
し
、
本
資
料
の
識
語
は
河
童
の
部
分
に
対
す
る
も
の
で
、
他
の
図
と
は
全
く
別
の

資
料
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
も
前
掲
資
料
同
様
、
元
は
別
々
の
資
料
だ
っ
た
も
の
を
継
ぎ

合
わ
せ
て
編
集
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

明
治
一
二
年
に
購
入
さ
れ
、
農
商
務
省
な
ど
の
旧
蔵
を
経
て
い
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
魚
類
図
巻
」
四
周
単
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
〇
糎
×
三
・
八
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
〇
糎 

 

印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
明
治
十
二
年

購
求
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。
前
述
の
通
り
、
本
資
料
に
収
録
さ
れ
た
福
井
春
水
の

識
語
は
天
保
五
年
の
年
記
が
見
え
る
た
め
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
降
に
編
集
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

   

【
二
二
五
】
南
海
異
魚
図 

写
年
不
明 

一
軸 

農
商
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
八
］ 

  

本
資
料
は
本
草
学
者
の
山
中
明
海
が
編
ん
だ
暖
か
い
海
に
生
息
す
る
魚
類
を
図
示
し

た
資
料
。
手
彩
色
、
一
軸
。 

 

シ
イ
ラ
や
マ
ト
ウ
ウ
オ
な
ど
、
日
本
近
海
で
も
暖
流
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
暖
か
い

海
に
住
む
魚
類
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。 

 

作
者
は
本
草
学
者
の
山
中
明
海
で
、
伊
勢
の
裕
福
な
酒
造
家
に
生
ま
れ
、
自
ら
薬
草

を
栽
培
す
る
な
ど
し
て
本
草
学
の
研
究
に
努
め
た
人
物
で
あ
る
。
奇
石
の
収
集
家
で
も

あ
り
、
様
々
な
著
作
を
記
し
て
い
る
。
通
称
を
甚
作
、
号
を
芳
山
。
文
化
四
年
に
五
三

歳
で
没
。 

 

本
資
料
は
木
村
蒹
葭
堂
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
を
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冒

頭
の
内
題
の
下
部
に
「
蒹
葭
堂
」
の
朱
印
を
模
写
し
て
あ
る
。
元
の
資
料
を
忠
実
に
写

そ
う
と
し
た
こ
と
が
見
え
、
誤
字
に
関
し
て
は
「
本
ノ
マ
マ
」
な
ど
朱
で
注
記
し
て
あ

る
。 

 

【
書
誌
】 

 
外
題
・「
南
海
異
魚
図
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
〇
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
南
海
異
魚
／
図
」 

 

表
紙
・
海
松
色
地
唐
草
文
様
（
織
）
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
〇
糎 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
一

 
印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
「
内
閣
文
庫
」 

 
備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

   

【
二
二
六
】
蚌
蛤
螺
図
并
和
歌 

写
年
不
明 

一
軸 

農
商
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
四
］ 

  

本
資
料
は
貝
類
と
和
歌
を
併
せ
て
描
い
た
絵
巻
。
手
彩
色
、
一
軸
。 

 

本
資
料
は
様
々
な
貝
類
を
手
彩
色
で
図
示
し
、
前
半
部
は
そ
れ
を
著
名
な
歌
人
に
見

立
て
て
貝
に
ま
つ
わ
る
和
歌
を
併
せ
て
い
る
。
後
半
部
は
貝
の
図
の
み
。
貝
の
ほ
か
に

も
、
亀
や
蟹
な
ど
、
水
辺
に
生
息
す
る
生
物
も
含
む
。
図
は
か
な
り
詳
細
で
あ
る
。 

 

文
政
一
二
年
に
捕
獲
さ
れ
た
頭
が
二
つ
あ
る
亀
の
図
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
部
分
の

み
あ
と
か
ら
貼
り
付
け
た
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
蚌
蛤
螺
図
并
和
歌
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
四
・
〇
糎
×
二
・
〇
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
香
色
布
目
型
押
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
五
糎 

 

印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」
「
内
閣
文
庫
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
頭
が
二
つ
あ
る
亀
の
図
の
部
分
に
の
み
、
年
記
が
書
か
れ
て
い

る
。 

 

「
双
頭
亀
／
文
政
十
二
年
己
丑
年
／
五
月
於
房
州
／
猟
師
捕
之
同
／
年
九
月
写
之
」 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
政
一
二
年
五
月
に
安
房
で
捕
獲
さ
れ
た
亀
を
、
同
年
九
月
に
書

写
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
こ
の
亀
の
部
分
は
、
後
か
ら
本
資
料
に
貼
り

付
け
さ
れ
た
と
み
え
、
本
資
料
の
写
年
と
同
一
か
は
不
明
。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ほ
ど

時
間
は
離
れ
な
い
と
は
想
像
さ
れ
る
。 

   

【
二
二
七
】
花
譜 

写
年
不
明 

一
軸 内

務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
二
］ 

  

本
資
料
は
花
ご
と
に
漢
名
・
和
名
・
俗
名
を
付
し
て
詳
細
を
描
い
た
図
鑑
。
手
彩
色
、

一
軸
。 

 

花
は
特
に
分
類
さ
れ
た
様
子
は
な
い
も
の
の
、
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
部
に

は
書
写
し
た
時
期
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
資
料
に
載
録
さ
れ
た
花
々
の
多
く
は
五
月
・

六
月
の
夏
の
花
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。 

 

明
治
一
三
年
に
購
入
さ
れ
た
。 

 
【
書
誌
】 

 

外
題
・「
花
譜
」
金
切
箔
料
紙
題
簽
（
一
九
・
五
糎
×
二
・
三
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
紺
色
地
唐
花
文
様
（
織
）
表
紙 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
二

 
高
さ
・
三
九
・
三
糎 

 
印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
農
商
務
省
図
書
」
「
太
政
官
文
庫
」
「
明
治
十
三
年

購
求
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。 

   

【
二
二
八
】
淡
路
国
所
産
皺
竹
総
図 

写
年
不
明 

一
軸 

大
学
校
・
大
学
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
九
七
‐
〇
二
九
九
］ 

  

本
資
料
は
「
皺
竹
」
と
い
う
品
種
の
竹
を
図
解
し
た
資
料
。
手
彩
色
、
一
軸
。 

 

「
皺
竹
」
は
マ
ダ
ケ
の
一
種
で
、
棹
に
皺
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が

あ
る
。
茶
杓
や
花
器
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
品
種
で
あ
る
。 

 

本
資
料
で
は
、
巻
子
装
の
横
長
の
画
面
を
縦
に
用
い
る
こ
と
で
、
長
い
竹
の
全
体
像

を
描
い
て
い
る
。
前
半
部
は
タ
ケ
ノ
コ
の
状
態
を
二
図
、
後
半
部
は
生
育
し
た
あ
と
の

竹
の
棹
を
中
心
に
描
い
て
い
る
。 

 

形
や
大
き
さ
に
対
す
る
注
記
（
墨
書
）
が
あ
る
。
タ
ケ
ノ
コ
に
関
し
て
は
味
に
つ
い

て
も
記
し
て
あ
る
。 

 

外
題
に
は
「
皺
竹
写
真
図
／
淡
路
国
／
所
産
／
全
」
と
あ
る
が
、「
淡
路
国
所
産
」
の

部
分
が
朱
書
に
な
っ
て
お
り
、
後
補
と
思
わ
れ
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
皺
竹
写
真
図
／
淡
路
国
／
所
産
／
全
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
八
糎
×
二
・

〇
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
淡
路
国
所
産
皺
竹
総
図
」 

 

表
紙
・
黄
檗
色
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
〇
糎 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」「
大
学
蔵
書
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。 

   

【
二
二
九
】
調
布
玉
川
鮎
取
図 

河
島
雪
亭
（
河
尚
明
）
写 

寛
政
七
年
写 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
四
七
］ 

  

本
資
料
は
玉
川
（
現
在
の
多
摩
川
）
で
の
鮎
漁
の
様
子
を
描
い
た
絵
巻
。
巻
子
装
、

一
軸
。
手
彩
色
。 

 

山
水
画
風
の
筆
致
で
多
摩
川
沿
い
の
風
景
や
、
鮎
漁
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

奥
書
に
は
「
示
時
寛
政
七
乙
卯
歳
仲
夏
／
雪
亭
河
尚
明
画
」と
あ
る
。「
雪
亭
河
尚
明
」

と
は
絵
師
の
河
島
雪
亭
の
こ
と
。
寛
政
年
間
に
活
動
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
当
館
所
蔵

の
四
季
遊
猟
図
も
手
掛
け
て
い
る
。 

 

裏
打
ち
に
は
雲
母
引
で
、
見
返
し
に
は
金
切
箔
。 

 

本
資
料
は
明
治
一
四
年
に
政
府
が
購
入
し
た
。 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
三

【
書
誌
】 

 
外
題
・「
調
布
玉
川
鮎
取
図
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・
な
し 

 

見
返
し
・
金
切
箔 

 

表
紙
・
海
松
色
雲
文
地
鳳
凰
文
様
（
刷
）
表
紙 

 

高
さ
・
二
九
・
五
糎 

 

印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
明
治
十
四
年
購
求
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

奥
書
に
拠
れ
ば
寛
政
七
年
の
書
写
。 

   

【
二
三
〇
】
毛
氈
製
造
道
具
一
式
絵
図 

写
年
不
明 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
五
一
］ 

  

本
資
料
は
毛
氈
の
製
造
過
程
を
図
解
し
た
資
料
。
巻
子
装
、
一
軸
。
手
彩
色
。 

 

資
料
の
前
半
に
は
、
毛
氈
の
製
造
に
用
い
る
道
具
が
、
寸
法
な
ど
を
注
記
し
た
上
で

詳
細
に
図
解
さ
れ
て
い
る
。
後
半
は
、
具
体
的
な
製
造
工
程
が
描
か
れ
、
唐
人
風
の
人

物
が
羊
毛
を
集
め
て
織
物
に
し
、
染
色
す
る
な
ど
の
様
子
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

表
紙
裏
に
「
大
橋
」
の
印
記
と
、
符
丁
と
思
わ
れ
る
墨
書
が
あ
る
。 

 

本
資
料
は
明
治
一
二
年
に
政
府
が
購
入
し
た
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・
な
し 

 

内
題
・「
毛
氈
製
造
道
具
一
式
絵
図
」 

 

見
返
し
・
浅
黄
色
梨
地 

 

表
紙
・
藤
色
雷
文
繋
地
唐
花
文
様
（
織
）
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
〇
糎 

 

印
記
・「
大
橋
」「
太
田
文
庫
」「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十

二
年
購
求
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
詳
細
は
不
明
。 

   

【
二
三
一
】
陶
冶
概
見
図 

木
翁
撰 

写
年
不
明 

一
軸 

農
商
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
四
八
］ 

  

本
資
料
は
陶
器
製
造
の
過
程
を
図
解
し
た
資
料
。
巻
子
装
、
一
軸
。
手
彩
色
。 

 

原
料
と
な
る
土
の
採
掘
か
ら
始
ま
り
、
練
り
や
素
焼
き
、
釉
薬
を
か
け
る
工
程
な
ど

が
詳
細
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。
唐
人
風
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 
本
資
料
に
は
「
木
翁
」
と
い
う
人
物
の
手
に
拠
る
序
文
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。 

 

本
資
料
は
農
商
務
省
の
旧
蔵
で
、
蔵
書
印
の
ほ
か
、「
農
商
務
省
／
図
書
／
第
二
七
六

号
／
共
一
巻
冊
」
と
印
刷
さ
れ
た
蔵
書
票
（
六
・
三
糎
×
七
・
八
糎
）
が
、
資
料
冒
頭

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
海
松
色
の
織
物
で
装
丁
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
劣
化



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
四

し
て
裏
打
ち
の
紙
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
部
分
の
ほ
う
が
多
い
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
陶
冶
概
見
図
」
無
地
料
紙
題
簽
（
一
六
・
八
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書 

 

内
題
・「
陶
冶
概
見
図
」 

 

表
紙
・
海
松
色
（
織
）
表
紙 

 

高
さ
・
二
六
・
二
糎 

 

印
記
・「
農
商
務
省
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」 

 

備
考
・
楮
紙
、
手
彩
色
、
農
商
務
省
蔵
書
表
（
六
・
三
糎
×
七
・
八
糎
）
貼
付 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
欠
く
た
め
、
詳
細
は
不
明
。 

   

【
二
三
二
】
金
吹
方
之
図 

文
政
九
年
写 

一
冊
・
二
軸 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
四
五
］ 

  

本
書
は
絵
巻
二
軸
と
「
訳
書
」
一
冊
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
現
在
の
造
幣
局
に
相

当
す
る
金
座
の
様
子
を
描
い
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
絵
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
上
巻
二
六
図
、

下
巻
二
九
図
、
計
五
五
図
が
収
載
。
す
べ
て
手
彩
色
で
、
画
面
上
部
に
場
面
を
示
す
番

号
と
標
題
の
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
順
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

（
上
巻
）「
第
一 

後
藤
三
右
衛
門
役
宅
之
図
」
→
「
第
二 

御
勘
定
方
御
見
廻
り
之

図
」
→
「
第
六 

使
者
之
間
之
図
」
→
「
第
七 

引
替
所
之
図
」
→
「
第
十
二 

金

改
之
図
」
→
「
巻
十
三 

吹
元
金
を
渡
す
図
」
→
「
第
二
十
八 

金
之
鋼
気
を
改
め

る
図
」
→
「
第
二
十
九 

延
金
附
口
成
り
金
之
図
」
→
「
第
九 

後
藤
三
右
衛
門
役

人
詰
所
之
図
」
→
「
第
四
十 

小
判
・
分
判
等
極
印
打
之
図
」
→
「
第
四
十
三 

小

判
・
分
判
色
改
之
図
」
→
「
第
四
十
四 

吹
立
出
来
金
目
方
再
吟
味
之
図
」
→
「
第

四
十
五 

包
立
箱
詰
之
図
」
→
「
第
八 

御
勘
定
方
御
詰
所
之
図
」
→
「
第
十
一 

御

見
廻
り
之
図
」
→
「
第
十 

金
座
人
詰
所
之
図
」
→
「
第
四
十
二 

色
附
出
来
金
下

改
之
図
」
→
「
第
二
十
五 

差
銀
掛
改
之
図
」
→
「
第
二
十
三 

判
合
勘
定
之
図
」

→
「
第
十
四 

諸
山
吹
金
等
之
位
を
定
め
る
図
」
→
「
第
三
十
六 

金
座
人
験
極
印

之
図
」
→
「
第
三
十
一 

中
揉
之
図
」
→
「
第
三
十 

荒
切
之
図
」
→
「
第
三
十
二 

金
座
よ
り
小
判
・
分
判
吹
屋
へ
渡
す
由
」
→
「
第
三
十
七 

真
揉
之
図
」
→
「
第
五

十
四 

金
座
・
吹
屋
金
吹
職
人
共
、
御
用
済
み
帰
り
の
節
改
め
を
請
る
図
」 

 

（
下
巻
）「
第
五
十
五 

鎮
守
杜
之
図
」
→
「
第
四 

鑑
札
改
め
之
図
」
→
「
第
五 

金

銀
之
箱
運
び
出
し
候
図
」
→
「
第
四
十
一 

吹
立
出
来
色
附
之
図
」
→
「
第
三
十
九 

弐
分
判
・
壱
分
判
・
壱
朱
判
等
形
を
造
る
図
」
→
「
第
二
十
七 

棹
金
を
打
ち
延
す

図
」
→
「
第
五
十
一 

卸
吹
之
図
」
→
「
第
四
十
八 

巧
盤
を
製
す
る
図
」
→
「
第

十
五 

砕
金
之
図
」
→
「
第
十
六 

焼
金
之
図
」
→
「
第
十
七 

焼
金
仕
揚
之
図
」

→
「
第
十
八 

焼
金
上
り
寄
吹
之
図
」
→
「
第
四
十
九 

汰
り
方
之
図
」
→
「
第
二

十
六 

判
合
吹
棹
金
之
図
」
→
「
第
二
十 

花
降
銀
目
方
掛
改
之
図
」
→
「
第
十
九 

灰
吹
銀
を
花
降
銀
ニ
吹
き
揚
候
図
」
→
「
第
二
十
二 

留
吹
銀
吹
揚
之
図
」
→
「
第

二
十
一 

花
降
銀
目
利
之
図
」
→
「
第
三
十
三 

荒
切
打
延
之
図
」
→
「
第
四
十
六 

小
判
瑕
直
し
の
図
」
→
「
第
三
十
四 

小
判
之
両
面
平
ら
か
に
す
る
図
」
→
「
第
三

十
八 
小
判
槌
目
打
之
図
」
→
「
第
三
十
五 

吹
屋
棟
梁
験
極
印
之
図
」
→
「
第
二

十
四 
壱
朱
金
位
組
合
之
図
」
→
「
第
四
十
七 

壱
朱
金
八
十
盤
を
以
て
計
る
図
」

→
「
巻
五
十
三 
御
金
箱
運
び
入
れ
之
図
」
→
「
第
三 

御
用
蔵
之
図
」
→
「
第
五



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
五

十 

金
銀
の
屑
物
焼
砕
の
図
」
→
「
第
五
十
二 

卸
吹
所
烟
抜
之
図
」 

  

こ
れ
ら
五
五
図
の
絵
は
す
べ
て
金
座
で
の
作
業
工
程
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
必

ず
し
も
順
番
通
り
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
幕
府
の
機
密
保
持
を
目
的
と
し

て
、
意
図
的
に
順
番
を
改
竄
し
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
絵
毎
に
継
ぎ
目
が
な
い
点
か
ら

見
て
、
製
作
さ
れ
た
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
順
番
に
変
え
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ

ら
は
、
添
え
て
あ
る
「
訳
書
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
い
と
、
ど
の
図
が
ど
の
作
業
工
程

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
判
別
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

 

絵
師
は
幕
府
御
用
の
町
絵
師
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
絵
の
筆
致

を
見
る
に
、
少
な
く
と
も
三
人
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

見
返
し
は
上
下
に
金
切
箔
。
絵
に
も
金
泥
が
一
部
利
用
さ
れ
て
お
り
、
絵
の
質
は
か

な
り
高
い
。 

 

な
お
、
本
書
の
類
本
に
は
、
日
本
銀
行
が
所
蔵
す
る
「
金
座
絵
巻
」
が
知
ら
れ
て
い

る
。
収
載
す
る
絵
図
は
計
四
三
図
で
、
本
書
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
本
書
の
抄
録
写
本

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
書
に
関
し
て
は
、
紅
葉
山
文
庫
・
昌
平
坂
学
問
所
・
和
学
講
談
所
の
い
ず
れ
か
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
旧
蔵
を
示
す
印
記
は
な
く
、「
浅
草
文
庫
」
の
印
が

も
古
い
も
の
で
あ
り
、
詳
し
い
来
歴
は
不
明
。 

 

以
下
、
「
訳
書
」
と
絵
巻
の
書
誌
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。 

 

【
書
誌
】 

①
「
金
吹
方
之
図
訳
書
」 

 

外
題
・「
金
吹
方
之
図
訳
書
」
中
央
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
五
・
〇
糎
） 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
改
装
香
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
六
・
二
糎
×
一
七
・
六
糎
） 

 

墨
付
丁
数
・
二
四
丁 

 

字
高
・
二
〇
・
〇
糎
（
毎
半
葉
六
行
） 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」 

②
「
金
吹
方
之
図
」 

 

外
題
・「
金
吹
方
図
絵
」
金
切
箔
料
紙
に
墨
書
（
一
七
・
三
糎
×
二
・
五
糎
） 

 

内
題
・
な
し 

 

表
紙
・
金
茶
色
地
草
花
文
様
（
織
）
表
紙
（
高
さ
二
七
・
〇
糎
） 

 

挿
絵
枚
数
・
五
五
図 

 

印
記
・「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」 

 

備
考
・
挿
絵
右
肩
に
標
題
の
付
箋
あ
り
。 

 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

「
訳
書
」
の
奥
付
（
二
四
ウ
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

「
右
は
文
政
元
寅
年
よ
り
新
規
弐
分
判
吹
立
、
同
二
／
卯
年
よ
り
小
判
・
壱
分
判
吹

直
、
同
七
申
年
よ
り
新
規
／
壱
朱
判
吹
立
被
仰
付
候
、
右
三
ヶ
条
吹
方
手
続
之
／
図
絵
、

金
座
人
川
村
理
兵
衛
・
久
保
田
吉
六
・
永
野
次
郎
吉
え
／
申
付
模
写
せ
し
め
二
巻
と
な

し
、
此
壱
冊
を
添
、
其
訳
を
示
す
／
文
政
九
年
丙
戌
年
秋
八
月
」 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
本
書
が
成
立
し
た
の
は
文
政
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
あ
る
川
村
理
兵
衛
・
久
保
田
吉
六
・
永
野
次
郎
吉
の
三
名
は
金
座
人
（
年
寄

役
）
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
「
模
写
」
の
監
督
を
し
た
立
場
の
役
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
お
そ
ら
く
幕
府
勘
定
所
か
ら
の
命
に
よ
り
、
御
金
改
役
の
後
藤
三
右
衛
門

光
亨
の
主
導
に
よ
っ
て
内
部
文
書
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

た
だ
し
、
絵
師
に
つ
い
て
は
不
明
。
ま
た
訳
書
の
書
写
者
に
つ
い
て
も
記
載
は
な
い
。 

  



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
⑥ 

一
五
六

【
二
三
三
】
金
銀
山
敷
内
稼
仕
方
之
図 

寛
政
一
二
年
写 

一
軸 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
一
八
三
‐
〇
八
五
四
］ 

  

金
山
銀
山
の
坑
道
（
敷
内
）
の
様
子
を
描
い
た
絵
巻
。
一
軸
。
手
彩
色
。
図
の
中
に

は
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
で
解
説
が
付
さ
れ
て
お
り
、
訂
正
箇
所
に
は
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
。
人
物
の
役
職
名
・
仕
事
内
容
・
道
具
名
に
至
る
ま
で
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
採
掘
、
水
替
え
作
業
、
選
別
、
冶
金
等
の
様
子
で
、
概
ね
、

採
掘
か
ら
精
錬
に
至
る
ま
で
の
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
る
。 

 

冒
頭
は
ま
ず
坑
道
内
の
様
子
で
あ
る
。
採
掘
の
様
子
は
勿
論
、
鉱
脈
を
検
分
す
る
山

師
や
、
掛
樋
道
な
ど
で
坑
道
内
に
溜
ま
っ
た
水
を
流
し
て
作
業
す
る
人
々
の
様
子
が
見

受
け
ら
れ
る
。 

 

こ
の
坑
道
内
の
様
子
の
次
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
釜
口
（
坑
道
へ
の
入
り
口
）
の

様
子
で
、
当
木
（
坑
道
内
で
使
用
す
る
材
木
）
を
切
り
出
す
様
子
な
ど
が
わ
か
る
。 

 

続
い
て
は
鍛
冶
小
屋
・
立
場
小
屋
な
ど
が
描
か
れ
、
こ
こ
で
は
石
撰
に
従
事
す
る
女

性
た
ち
の
姿
が
見
え
る
。
そ
の
あ
と
に
は
番
所
な
ど
役
人
た
ち
の
詰
所
の
様
子
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
金
銀
山
に
出
入
り
す
る
職
人
や
商
人
た
ち
が
多
く
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

こ
の
後
の
部
分
に
は
、
金
銀
山
の
ふ
も
と
の
町
家
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
酒
屋

や
銀
山
御
用
の
油
売
り
な
ど
が
描
か
れ
、
坑
内
で
働
く
人
々
を
相
手
に
し
た
商
売
が
成

り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
あ
と
に
磨
場
や
吹
分
床
屋
な
ど
の
様
子
が
描
か

れ
、
採
掘
さ
れ
た
金
銀
が
鑑
定
さ
れ
る
様
子
ま
で
が
描
か
れ
る
。 

 

本
絵
巻
に
描
か
れ
た
金
銀
山
は
、
本
絵
巻
の
外
題
に
よ
れ
ば
佐
渡
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
佐
渡
の
金
銀
山
の
坑
内
を
描
い
た
絵
巻
は
、
日
本
国
内
外
に
一
〇
〇
点
近
く
確

認
さ
れ
て
お
り
、
度
々
変
わ
る
奉
行
や
役
人
た
ち
の
た
め
に
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
坑
内

や
作
業
の
解
説
用
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
絵
巻
に
関
し

て
も
、
そ
う
い
っ
た
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

本
書
は
裏
打
ち
が
さ
れ
て
お
ら
ず
下
絵
の
状
態
と
思
わ
れ
る
。
高
さ
は
四
四
・
五
糎

で
、
絵
巻
と
し
て
は
大
型
で
あ
る
。
内
務
省
以
前
の
来
歴
は
不
明
。 

 

奥
書
に
よ
れ
ば
、
寛
政
一
二
年
、
狩
野
融
川
の
作
を
写
し
た
も
の
。 

 

融
川
は
浜
町
狩
野
家
四
代
目
狩
野
閑
川
の
子
で
、
寛
政
四
年
、
父
の
跡
を
継
い
で
奥

絵
師
と
な
っ
た
。
名
は
寛
信
、
初
め
友
川
、
の
ち
青
梧
斎
と
号
す
る
。
文
化
五
年
に
法

眼
。
和
歌
は
橘
千
蔭
に
学
ん
で
い
る
。
自
身
の
手
が
け
た
朝
鮮
国
王
へ
の
贈
朝
屏
風
に

対
し
、
老
中
が
金
砂
子
の
厚
薄
に
難
を
示
し
た
こ
と
に
怒
り
、
文
化
一
二
年
三
月
一
九

日
、
下
城
の
途
中
で
切
腹
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、「
腹
切
り
融
川
」
と
も
称
さ
れ
る
。 

 

そ
の
御
用
絵
師
で
あ
る
融
川
が
手
掛
け
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
絵
巻
の
金
銀
山
は
、

幕
府
直
轄
地
で
あ
り
、

も
重
要
な
場
所
で
も
あ
っ
た
佐
渡
と
考
え
て
問
題
な
い
と
思

わ
れ
る
。 

 

【
書
誌
】 

 

外
題
・「
□
（
欠
字
）
之
図
」
（
打
付
墨
書
）、
「
佐
渡
金
山
図
」 

 

内
題
・「
金
銀
山
敷
内
稼
仕
方
之
図
」 

 

表
紙
・
改
装
砥
粉
色
表
紙 

 

紙
高
・
四
四
・
五
糎 

 

印
記
・
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
「
内
閣
文
庫
」
「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

先
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
末
尾
の
奥
書
に
、
次
の
通
り
あ
る
。 

 
「
寛
政
十
二
年
三
月
／
狩
野
融
川
法
眼
書
う
つ
す
／
者
也
」 

 

落
款
な
ど
の
印
記
は
見
え
ず
、
書
写
者
は
不
明
。 

 

（
調
査
員
） 
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